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 統合準備委員会とは、新しい中学校の開校に必要なことがらを決めるため、情報交換

や協議を行う組織です。 

委員さんは、地域の区長会、まちづくり推進協議会、PTA、学校職員等で構成し、そ

れぞれが専門部会である「総務部会」、「環境整備・ＰＴＡ部会」、「教育活動部会」の何

れかに所属し、新中学校の名称・校歌・校章の検討や制服等に関すること、スクールバ

スや通学路に関すること、ＰＴＡ組織に関することについての協議、また、教育内容・

部活動・学校行事等について話し合いをし、教育委員会に報告をします。 

 

 

 

 ６月２６日（火）午後７時から陶コミュニティセ

ンターにおいて第１回の統合準備委員会を開催し

ました。 

 会議の冒頭、平林教育長から各委員に委嘱状が

交付されました。その後、委員長・副委員長、各

専門部会の部会長・副部会長が選任され、統合に

向けた一歩を踏み出しました。 
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 瑞浪市教育委員会では、中学校の生徒の教育環境の充実を図るため、平成２３

年３月に「瑞浪市立中学校統合再編基本方針」を策定し、概ね１年をかけ各地域・

学校で統合再編の説明会を行ってまいりました。 

その結果、①陶中学校と稲津中学校を統合し、校舎は現在の稲津中学校を活用

する。②瑞陵中学校、日吉中学校、釜戸中学校を統合し、校舎は現瑞陵中学校を

含む周辺地域に新築する。ことを決定いたしました。 

 このことを受け、統合新校が円滑に開校できるよう準備を進めるため、「瑞浪

市中学校統合準備委員会」を設置いたしました。 

 このお知らせは、陶中学校・稲津中学校区の統合準備委員会の協議内容につい

て、地域及び保護者の皆様にお知らせするものです。 

 今後も統合準備委員会の開催の都度、継続して発行する予定です。 

統合準備委員会とは・・・ 

６月２６日に第１回統合準備委員会を開催しました 



 役員に選任されました方々は次のとおりです。（敬称略） 

役 職 氏  名 推薦団体等 

委 員 長 吉 田   昇 稲津町区長会 

副 委 員 長 水 野 利 行 陶町連合区長会 

総務部会 
部 会 長 中 山 征 治 

明日の稲津を築く 

まちづくり推進協議会 

副部会長 佐々木 嘉 正 
陶町明日に向かって 

街づくり推進協議会 

環境整備・ＰＴＡ部会 
部 会 長 瀧   千 秋 陶町連合区長会 

副部会長 勝 股   敬 稲津町区長会 

教育活動部会 
部 会 長 伊 藤   淳 陶中学校 

副部会長 牛 島 正 治 稲津中学校 

 

 続いて、統合準備委員会の名称を「瑞浪市南部地域

中学校統合準備委員会」と決定しました。 

 

 その他、今後の統合準備委員会の開催の方法を協議

した後、次回の議題である「新校名の選定方法」の例

を事務局から説明を受けました。 

 

統合準備委員会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回の統合準備委員会は、７

月２３日（月）１９：００から

稲津コミュニティセンター図書

室で開催する予定です。 

統合準備委員会についてのお

問い合わせは、学校統合推進室 

☎６８－２１１１内線４６１ 

     までお願いします。 

 

※この統合準備委員会ニュース

は、市役所のホームページでもご

覧になれます。 

新中学校は未来の中学生へのプレゼント 

「磨き合いと活力のある学校」を目指して 

瑞浪市教育長 平 林 道 博

 学校を統合し新中学校をつくるという歴史的

な仕事が始まりました。新しい学校づくりは未

来を担う中学生が伸びていくためにどんな教育

環境を提供したらよいのかを考えていく、夢と

やりがいのある仕事です。 

やる気あふれる統合準備委員会を中心に、学

校、保護者、地域住民が、学校づくりの夢を共

有しあい、智恵と力を合わせていくことを期待

します。 

学校統合の原点は中学生に「社会をたくまし

く生き抜く力」を育てることです。原点を大事

にしながら、みんなで納得するまで話し合い、

「磨き合いと活力のある学校」づくりの夢を実

現したいと考えています。そして、未来の中学

生に対する私たちの責務を果たしたいもので

す。 


